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二
〇
二
四
年 

安
居
開
設
に
あ
た
っ
て

　
　
安
居
の
願
い
と
聴
講
の
心
構
え

　
安
居
は
、
本
派
が
行
う
学
事
の
中
心
道
場
で
あ
っ
て
、
広
く
真
宗
教
学
と
仏
教
教
理
に
つ
い
て
論
述
及
び
攻
究
を
行
い
、

も
っ
て
教
学
の
振
興
と
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
す
教
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
そ
の
本
旨
と
す
る
。（「

安
居
条
例
」
第
二
条
）

　

当
派
に
お
け
る
安
居
は
、
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
、
東
本
願
寺
「
学

寮
」
の
初
代
講
師
で
あ
る
光
遠
院
恵
空
が
『
大
無
量
寿
経
』
を
講
じ
た
こ

と
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
安
居
は
本

来
、
雨
期
の
三
ヵ
月
間
に
釈
尊
の
教
説
を
反
復
聞
思
す
る
機
会
で
あ
り
、

そ
の
伝
統
を
継
承
す
る
夏
安
居
が
、当
派
に
お
い
て
は
、江
戸
時
代
に
「
学

寮
」
と
い
う
形
を
と
っ
て
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
で
安
居
は
、
宗
門
学
事
の
最
高
峰
で
あ
る
「
学
寮
」
に
お
け

る
研
究
・
講
義
を
象
徴
す
る
研
鑽
の
場
と
し
て
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
伝

統
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、会
場
と
な
っ
て
い
る
大
谷
大
学
は
、「
学
寮
」

の
使
命
を
継
承
・
展
開
し
て
き
た
学
場
で
あ
り
、
安
居
の
歴
史
を
体
現
す

る
場
と
言
え
ま
す
。

　

安
居
は
、
現
代
の
最
先
端
の
成
果
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
高
度
な
学
術
探

究
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
教
学
そ
の
も
の
の
第
一
義
が
、
宗
門
教
化
に

内
容
を
与
え
、
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は

単
に
学
問
的
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
信
心
の
実
践
が
と
も
な
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

教
学
に
要
請
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
在
り
方
を
、
安
田
理
深
師
は
「
僧
伽

の
学
」
と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
居
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
決

し
て
単
な
る
集
中
講
義
の
受
講
で
は
な
く
、
宗
門
と
い
う
僧
伽
の
歴
史
に

主
体
的
に
参
画
す
る
態
度
を
も
っ
て
研
鑽
す
る
こ
と
で
あ
り
、
条
例
に
示

さ
れ
る
「
教
学
の
振
興
と
自
信
教
人
信
の
誠
を
尽
く
す
教
師
の
育
成
」
と

は
、
そ
の
具
体
的
な
表
現
な
の
で
す
。
聴
講
す
る
教
師
は
、
こ
の
こ
と
を

自
覚
し
、
責
任
を
持
っ
て
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
四
年 

安
居
開
設
に
つ
い
て

真
宗
大
谷
派
宗
務
所　

教
育
部　

 TEL
：
０
７
５
─
３
７
１
─
９
１
９
３
〈
直
通
〉

一　

期　

間

　
　

２
０
２
４
年
7
月
17
日
（
水
）
〜
31
日
（
水
）

※
た
だ
し
23
日
（
火
）
は
休
講
日

　
　

開
講
式　

7
月
17
日
（
水
）

　
　

満
講
式　

7
月
31
日
（
水
）

二　

場　

所

　
　

①
開
講
式
・
満
講
式
─
─
真
宗
本
廟

　
　

②
講
義
・
攻
究
─
─
─
─
大
谷
大
学
・
宗
務
所

三　

本　

講

　
　

講
本
─『
口
伝
鈔
』

　
　

講
者
─
嗣
講　

草
野
顕
之

四　

次　

講

　
　

講
本
─『
西
方
指
南
抄
』

　
　

講
者
─
擬
講　

山
田
恵
文

※�

詳
細
は
本
誌
66
頁
に
掲
載
。
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安居開設にあたって
　

こ
の
度
、
二
〇
二
四
年
の
安
居
本
講
を

拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

講
者
は
長
ら
く
大
谷
大
学
の
歴
史
学
科
で

教
鞭
を
と
っ
て
き
た
が
、
専
門
と
し
て
い

た
の
は
日
本
仏
教
史
で
あ
り
、
と
り
わ
け

真
宗
史
を
中
心
に
学
ん
で
き
た
。
そ
の
た

め
、
親
鸞
聖
人
の
著
述
を
始
め
と
す
る
真

宗
聖
教
に
触
れ
る
機
会
は
多
々
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
真
宗
史
を
研
究
す
る
う

え
で
の
資
料
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
安
居
に
お
い

て
も
、
歴
史
学
的
視
点
を
重
視
し
て
聖
教

を
学
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、既
に
二
〇
一
八

年
安
居
に
お
い
て
次
講
を
拝
命
し
た
折
、

そ
の
成
立
に
歴
史
性
を
強
く
も
っ
た
聖
教

と
い
わ
れ
る
覚
如
上
人
の
『
改
邪
鈔
』
を

取
り
上
げ
た
。
今
回
拝
読
し
よ
う
と
す
る

『
口
伝
鈔
』
は
、『
改
邪
鈔
』
と
並
ぶ
覚
如

上
人
の
代
表
的
な
述
作
で
あ
り
、『
改
邪

鈔
』
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
成
立
に
は
強

い
歴
史
的
な
背
景
を
有
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、『
改
邪
鈔
』
が
破
邪
の

書
、『
口
伝
鈔
』
が
顕
正
の
書
と
も
い
わ
れ
、

両
書
で
破
邪
顕
正
を
表
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
著
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
覚
如
上
人
の
教
え
の
全

体
像
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
『
口
伝
鈔
』
は
、
本
願
寺
第
三
代

の
覚
如
上
人
が
口
述
さ
れ
た
二
十
一
箇
条

か
ら
な
る
聖
教
で
あ
る
。
覚
如
上
人
の
門

弟
で
あ
る
出
雲
路
乗
専
の
覚
如
上
人
伝

『
最
須
敬
重
絵
詞
』
に
は
、「
親
鸞
聖
人
が

ご
存
命
の
と
き
の
言
行
を
記
さ
れ
、
関
連

す
る
法
語
の
あ
れ
こ
れ
を
載
せ
ら
れ
た
三

巻
の
鈔
が
あ
る
、『
口
伝
鈔
』
と
号
す
る
。

又
末
流
が
迷
う
間
違
っ
た
道
を
塞
ぐ
た
め

に
箇
条
書
き
で
規
則
を
定
め
ら
れ
た
一
巻

の
書
が
あ
り
、『
改
邪
鈔
』
と
い
う
。
と

も
に
和
字
で
あ
る
。
こ
の
二
部
は
私
が
願

主
と
し
て
望
ん
だ
の
で
、
覚
如
上
人
が
語

ら
れ
た
こ
と
を
私
が
筆
記
し
た
」
と
見
ら

れ
て
お
り
、『
口
伝
鈔
』
は
こ
の
出
雲
路

乗
専
の
望
み
に
依
っ
て
覚
如
上
人
が
口
述

し
、
乗
専
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

草
野
顕
之
（
く
さ
の 

け
ん
し
）

嗣
講
。
博
士
（
文
学
）。
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。
一
九
七
六 

（
昭
和
五
十
一
）
年
、
大
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
、

大
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
、

大
谷
大
学
専
任
講
師
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
、
大
谷
大
学
教
授
。
現
在
、
大
谷
大
学

名
誉
教
授
。
九
州
教
区
久
留
米
三
井
組
真
敎
寺
衆
徒
。
専
門
は
日
本
仏
教
史
・
真
宗
史
。
著

書
に
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』『
親
鸞
伝
の
史
実
と
伝
承
』（
法
蔵
館
）、『
真
宗
教

団
の
地
域
と
歴
史
』（
清
文
堂
出
版
）、『
親
鸞
の
伝
記
─
『
御
伝
鈔
』
の
世
界
』『『
改
邪
鈔
』

史
考
』『
本
願
寺
の
軌
跡
─
創
建
か
ら
東
西
分
派
、そ
し
て
現
代
へ
─
』（
東
本
願
寺
出
版
）な
ど
。

う
成
立
の
経
緯
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
奥
書

に
「
元
弘
元
年
［
辛
未
］
十
一
月
下
旬
の

時
期
、
祖
師
聖
人
本
願
寺
親
鸞
報
恩
謝
徳

の
七
日
七
夜
の
勤
行
中
に
、
先
師
上
人
釈

如
信
か
ら
面
授
口
決
し
た
専
心
・
専
修
・

別
発
願
を
談
話
し
た
機
会
に
、
伝
持
し
て

い
る
祖
師
聖
人
の
ご
領
解
、
相
承
し
て
い

る
他
力
真
宗
の
肝
要
を
、
口
述
筆
記
さ
せ

た
」
と
覚
如
上
人
自
身
が
記
し
て
い
る
の

で
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
の
報
恩

講
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

覚
如
上
人
六
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
ま
た
、

同
奥
書
か
ら
は
、『
口
伝
鈔
』
が
、
第
二

代
の
如
信
上
人
か
ら
承
け
た
口
伝
に
加
え
、

覚
如
上
人
自
身
が
伝
持
す
る
親
鸞
聖
人
の

ご
領
解
、
ま
た
相
承
し
て
い
る
真
宗
の
肝

要
な
ど
を
含
ん
だ
聖
教
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

　

こ
の
『
口
伝
鈔
』
が
述
作
さ
れ
た
元
弘

元
年
（
一
三
三
一
）
と
い
う
時
代
で
あ
る

が
、
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
に
留
守
職

を
継
承
し
た
覚
如
上
人
は
、
親
鸞
聖
人
の

墓
所
で
あ
る
大
谷
廟
堂
の
寺
院
化
と
本
寺

化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
既
に
、
遅

く
と
も
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）に
は「
本

願
寺
」
号
を
称
し
、
大
谷
廟
堂
の
寺
院
化

は
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
は
い
た
が
、

そ
の
本
寺
化
を
お
し
進
め
る
た
め
の
教
学

的
裏
付
け
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の

本
講

草
野
顕
之

2024年

『
口
伝
鈔
』史
考
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が
、『
口
伝
鈔
』
で
あ
り
『
改
邪
鈔
』
で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
安
居
で
は
、『
口
伝
鈔
』
の

二
十
一
箇
条
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
語
っ
て

い
る
の
か
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
覚
如
上

人
に
よ
る
本
願
寺
本
寺
化
へ
の
意
思
を
伺

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
親
鸞
聖
人
が
そ

れ
を
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

親
鸞
聖
人
研
究
に
お
い
て
重
要
な
文
献
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
親
鸞
聖

人
が
編
集
し
た
と
す
る
編
集
説
と
、
何
ら

か
の
底
本
を
も
と
に
聖
人
が
書
写
し
た
と

す
る
転
写
説
と
が
あ
り
、
現
在
で
も
論
者

に
よ
っ
て
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
『
西
方
指
南
抄
』
研
究
は
、
成
立

問
題
を
中
心
に
、
主
と
し
て
書
誌
的
な
観

点
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
今

回
の
安
居
で
は
、
こ
の
成
立
問
題
は
一
旦

措
い
て
、
親
鸞
聖
人
が
こ
の
書
を
執
筆
し

た
と
い
う
確
か
な
事
実
に
立
ち
、
そ
の
こ

と
の
意
味
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、
収
録
資

料
の
拝
読
を
通
し
て
、
聖
人
の
思
想
と
の

関
わ
り
を
論
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

親
鸞
聖
人
は
八
十
四
歳
か
ら
八
十
五
歳

の
初
め
に
か
け
て
『
西
方
指
南
抄
』
を
執

筆
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
時
期
の
執

筆
が
聖
人
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味

　

こ
の
た
び
二
〇
二
四
年
度
の
安
居
次
講

を
拝
命
し
、
聴
衆
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、

『
西
方
指
南
抄
』
を
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
た
。
恐
ら
く
伝
統
あ
る
宗

門
の
安
居
で
、『
西
方
指
南
抄
』
を
学
ぶ

機
会
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
ど
の
よ
う

に
こ
の
書
を
拝
読
し
て
い
こ
う
と
す
る
の

か
述
べ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
親
鸞
聖
人
が
執

筆
し
た
法
然
上
人
の
遺
文
集
で
あ
る
。
三

巻
六
冊
の
形
態
で
、
真
宗
高
田
派
本
山
専

修
寺
に
聖
人
の
真
筆
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
は
、
法
然
上
人
の
法
語
や

伝
記
、
消
息
な
ど
全
部
で
二
十
八
篇
の
資

料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
現
存
最
古
の
法

然
上
人
の
遺
文
集
で
あ
り
、
法
然
上
人
研

究
に
お
い
て
価
値
あ
る
資
料
集
で
あ
る
こ

山
田
恵
文
（
や
ま
だ 

け
い
ぶ
ん
）

擬
講
。
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
、
三
重
県
に
生
ま
れ
る
。
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
、

立
命
館
大
学
文
学
部
文
学
科
中
国
文
学
専
攻
卒
業
。
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
、
大
谷
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
真
宗
学
専
攻
満
期
退
学
。
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
） 

年
、
課
程
博
士
（
文
学
）。
同
年
、
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
助
手
。
同
講
師
、
文
学
部
講
師

を
経
て
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
、
大
谷
大
学
文
学
部
准
教
授
。
二
〇
二
二
（
令
和

四
）
年
、
同
准
教
授
退
任
。
同
年
、
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
。
三
重
教
区
三
重
組
安
正
寺
住 

職
。
専
門
は
真
宗
学
。
主
な
論
文
に
「
漢
訳
〈
無
量
寿
経
〉
に
お
け
る
生
因
願
と
重
誓
偈
に

つ
い
て
」（『
真
宗
研
究
』
第
五
十
八
輯
）、「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』
─
「
勢
至
」
に
関
す
る

言
説
を
巡
っ
て
─
」（『
親
鸞
教
学
』
第
一
〇
七
号
）、「「
獲
得
名
号
自
然
法
爾
御
書
」
の
考
察

─
特
に
「
獲
得
名
号
」
の
因
果
を
巡
っ
て
─
」（『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
四
号
）
な
ど
。

次
講

山
田
恵
文

『
西
方
指
南
抄
』序
説

講　
　

本　
『
口
伝
鈔
』

テ
キ
ス
ト　

�『
口
伝
鈔
』〔『
真
宗
聖
典 

第
二
版
』（
東
本
願
寺
出
版
）
所
収
〕

参 

考 

書　

�

石
田
瑞
麿
『
歎
異
抄
・
執
持
鈔
』（
平
凡
社
）

　
　
　
　
　

�

細
川
行
信
『
真
宗
教
学
史
の
研
究
２
』（
法
藏
館
）

　
　
　
　
　

�

教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
『
浄
土
真
宗
聖
典
』（
本
願
寺
出
版
）

　
　
　
　
　

�

重
松
明
久
『
人
物
叢
書　

覚
如
』（
吉
川
弘
文
館
）
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安居開設にあたって

当派の寺院・教会からのご注文は
２割引となります。

2024年

を
持
つ
行
為
で
あ
っ
た
の
か
尋
ね
て
み
た

い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
書
の
執
筆
に
先
立

つ
こ
と
、
八
十
四
歳
時
の
五
月
に
は
、
聖

人
は
子
息
善
鸞
を
義
絶
し
て
い
る
。
善
鸞

事
件
と
そ
の
後
の
『
正
像
末
和
讃
』
制
作

と
の
関
わ
り
は
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
間
に
あ
る
『
西
方
指
南

抄
』
の
執
筆
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な

い
。
善
鸞
を
義
絶
す
る
と
い
う
深
い
悲
し

み
の
中
で
、
法
然
上
人
に
関
わ
る
大
部
の

資
料
を
執
筆
す
る
と
い
う
行
為
は
、
聖
人

に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
行

為
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
執
筆
後

ま
も
な
く
、「
う
れ
し
さ
に
か
き
つ
け
ま

い
ら
せ
た
る
な
り
」
と
『
正
像
末
法
和
讃
』

（
草
稿
本
）
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
夢
告
和
讃

と
の
つ
な
が
り
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、『
西
方
指
南
抄
』
は
聖
人
の
他

の
著
作
と
同
様
、
門
弟
の
た
め
に
執
筆
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
門
弟
た
ち
が
読

む
こ
と
を
想
定
し
て
、
漢
字
に
は
読
み
仮

名
を
丁
寧
に
付
し
、
語
句
の
意
味
を
伝
え

る
左
訓
を
施
し
、
文
節
ご
と
に
朱
点
を
打

つ
な
ど
、
読
解
の
便
に
資
す
る
よ
う
に

様
々
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
聖
人
が
必
要

な
い
と
判
断
し
た
所
は
、
原
資
料
か
ら
省

略
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
上
巻
（
本
・
末
）
に
収
録
さ

れ
て
い
る
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
は
、

法
然
上
人
の
説
法
の
記
録
で
あ
る
が
、
異

本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
聖
人
に
よ
る
大

部
の
省
略
が
あ
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

聖
人
は
省
略
と
い
う
手
法
で
、
法
然
上
人

の
説
法
の
主
意
を
明
ら
か
に
し
て
門
弟
た

ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
聖
人
の
思
想
表
現
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
こ
の
資
料
の

拝
読
を
通
し
て
、
親
鸞
聖
人
に
よ
る
法
然

上
人
の
教
え
の
受
け
止
め
を
確
か
め
て
み

た
い
と
思
う
。

　

親
鸞
聖
人
の
様
々
な
著
作
や
消
息
か
ら

は
、
法
然
上
人
の
姿
と
教
え
と
を
憶
念
す

る
聖
人
の
姿
が
随
所
に
窺
え
る
が
、『
西

方
指
南
抄
』
は
ま
さ
に
聖
人
が
法
然
上
人

に
直
接
し
た
師
教
聞
思
の
書
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
の

拝
読
を
通
し
て
、
懸
席
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
師
教
を
聞
思
す
る
親
鸞
聖
人
の
姿
に

少
し
で
も
近
づ
け
れ
ば
と
思
う
。
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